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 要  旨 
GPSを用いた測位技術は日常生活の中で触れる機会も多い．しかし衛星電波の受信が困難なビル影，屋内，地
下では利用できない．携帯端末向けの位置情報サービス，例えばローカル情報の提供やマンナビゲーションには
屋内における高精度な位置情報把握が必要になる． 
屋内測位については各種の方式が検討されている．無線装置を使った方法では，高精度だが高コストなレンジ
ベース方式，精度は劣るが低コストなレンジフリー方式といった分類で多くの手法が存在する．これらを含め様々
な手法が検討されているが，現状で一般サービスに普及している手法はない． 
本論文では，到来波の波面を観測することにより波源の位置を推定する方法を検討する．3 基以上のアンテナ
を同一平面に配置して受信波の相対位相を観測し，位相差から 2 つの推定方位と，それらの交点として推定位置
を求める．これまでの研究では，2基のアンテナの位相差から波源の方位を推定する手法を応用した例はあるが，
上記の方法で位置を推定した例はまだない． 
本研究の目的は，到来電波から位置推定を行うことでレンジフリー測位の精度を向上させ，低コスト高精度な
測位手法を実現することである．また応用としては高度道路交通システムの測位技術として，歩行者端末の電波
から自動車側で位置推定をすることによる衝突防止等もめざす． 
 まず位相差の遠端測定を行い，位置推定を行うシステムを作製した．動作周波数は 2.4GHz である．位相差の
検出にはログアンプ検波器を使用した．位相差検出器は，平均誤差 8度，標準偏差 11度程度の検出性能となった．
また高精度かつ不確定性のない方位推定を行うため，広い間隔のアンテナ対と狭い間隔のアンテナ対を併用し，
基準方位から方位候補を選別して位置推定を行うシステムとした． 
 次に位置推定精度を向上する検討を行った．ひとつはアンテナ対同士の間隔を広げることである．間隔を広げ
るごとに位置精度が向上することを実験で確認した．2波長（25cm）のアンテナ対を 2つ用い，対の中心同士の
間隔を 130cmとしたとき，測定距離 5m，測角範囲±30度の条件で，平均 0.6mの位置精度となった．ふたつめ
に，アンテナ対の構成間隔を広げ方位推定の分解能を上げる検討を行った．アンテナ対の構成間隔を 2 波長から
3波長（37.5cm）に広げ，対の中心同士の間隔を 120cmとし，測定距離 5m，測角範囲±30度の条件において，
平均 0.3mの位置誤差となる精度を達成した．これらは位相差検出の精度によらず，位置誤差を減らす方法である． 
 最後に，歩行者を想定し時速 4kmの移動体の位置推定を行った． 2波長アンテナ対で，測定距離 5m，測角範
囲±30度の条件において，平均 0.7mの精度となった．処理速度は歩行者の追随は十分可能であった． 
レンジフリー測位や ITSに適用するためには測定距離が 10m，あるいはそれ以上必要である．また処理速度の
さらなる短縮や 変調波での検証も，今後の課題である． 
